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1. 背景 

ナノピクセルを用いた非対象パワースプリ

ッターを検討している［1～4］。既に 9:1 分岐

比を実現しているが、光入射位置が中心から変

動すると、その分岐特性が変化する可能性があ

る。そこで本研究では、光入射位置変動に対す

る特性変動を検討した。 その結果、±0.1µmの

位置変動に対し、7:1～20:1 程度に分岐比が変

動することを確認した[5]。 

 

 

 

Fig. 1 Schematics of integrated circuit. 

(a)PICs for breath sensing 

 (b)Asymmetric power splitter. 

 

2. 素子構造 

一般的な本研究で検討している非対象パワ

ースプリッターは、3.2µm×3.4µm の領域から

なるナノピクセルから構成されている。層構造

としては、Siコア層 100nm, SiO2クラッド（1µm）

層、で構成される[2], 各ピクセルは 120 nm x 

120 nm の正方形で、一部に半径 90 nmの円形

ボイドを配置することで, 9:1 の分岐比を実現

する。レイアウトは機械学習により設計されて

いる。 

 

3. 結果と考察 

導波路中心に対して±0.1µm の範囲で光入

射位置をシフトさせ、有限差分時間領域

（FDTD）法を用いてシミュレーションを行っ

た。分岐比結果を Fig.2に示す。光入射位置が

導波路中心からずれると、分割比は変化し、±

0.1µm の位置変動に対して 7:1～20:1程度に分

岐比が変動している。各出力部の光強度を

Fig.3に示す。 入射位置を負の方向へずらすと, 

Pout1は減少する傾向にあり, Pout2は増価する傾

向にあった。よって分岐比は次第に大きくなり, 

-0.1µmのずれで 7:1にまで変化した。正の方向

では Pout1は増価する傾向にあり, Pout2は減少す

る傾向にある。よって分岐比は次第に小さくな

り, +0.1µmのずれで 20:1にまで変化した。 

4. まとめ 

本研究では、光入射位置変動に対する特性変

動を検討した。 その結果、±0.1µm の位置変

動に対し、7:1～20:1 程度に分岐比が変動する

ことを確認した。 
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Fig. 2 Split-ratio and Loss 
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Fig. 3 Output as a function of light-injection position. 
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